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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫

１０月２４日に松前藩屋敷で行われた　１０月２４日に松前藩屋敷で行われた
『第『第１１回松前藩屋敷秋の味覚とマグ回松前藩屋敷秋の味覚とマグ
ロまつり』より。ロまつり』より。
（関連記事（関連記事６６ページに掲載）ページに掲載）
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広報まつまえ　 平成１６年１２月号 ２

の
予
算
作
り
に
着
手
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
町
内

10

11

　

箇
所
で
「
合
併
に
関
す
る
懇
談

17会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、　

名
２６７

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
は
、
福
島
町
と

の
合
併
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
懇
談
会
を
通
じ
て
、
町

民
の
皆
さ
ま
の「
郷
土
を
思
う
心
」

を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

時
代
は
人
口
減
少
地
域
に
と
っ

て
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

町
内
の
結
束
を
強
く
し
、
郷
土
愛

を
も
っ
て
進
め
ば
、
が
ん
ば
っ
て

い
け
る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
心
の
奥
に
あ
る「
郷
土
愛
」

を
力
と
し
て
、
私
は
、
今
後
の
町

政
運
営
に
、
大
き
な
自
信
と
勇
気

を
も
っ
て
当
た
っ
て
い
く
こ
と
を

お
約
束
し
ま
す
。

　

町
は
、
来
年
度
か
ら
３
億
円
程

度
の
財
政
削
減
に
向
か
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。
い
っ
そ
う
厳
し
い
財

政
運
営
と
な
り
ま
す
が
、「
お
金
は

な
く
て
も
心
の
こ
も
っ
た
町
政
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
お
見
守
り
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　

松
前
町
長　

前
田
一
男

�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
、
懇
談
会
へ
の
ご
出

席
な
ど
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
福
島

町
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
ご

理
解
を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

上
記
協
議
会
報
告
の
と
お
り
、
合

併
協
議
会
は
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

国
か
ら
の
財
源
が
毎
年
数
億
円

の
規
模
で
削
減
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
確
保

し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
こ
れ

か
ら
の
地
方
分
権
時
代
の
市
町
村

の
あ
り
方
を
考
え
た
と
き
に
、
合

併
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
の
考
え

か
ら
、
合
併
論
議
に
は
こ
れ
ま
で

膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を
費

や
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
結

果
は
私
と
し
て
は
非
常
に
残
念
で

あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
う
な
っ
た
の
か
。
表

面
上
、
議
員
定
数
が
問
題
の
よ
う

に
見
え
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
根

底
に
は
「
今
は
合
併
を
選
択
し
た

く
な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
先
方

に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ぎ
り
ぎ
り

の
議
論
を
し
た
上
で
の
結
論
で
す

か
ら
、
こ
の
意
向
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
厳
し
い
道
で
は
あ
り
ま

す
が
「
松
前
町
は
単
独
で
進
む
」

と
い
う
方
針
で
も
っ
て
、
来
年
度

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�
�
��
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�

�
�
��
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
���

����

�
�
�
�
�

�
�
�
�
���

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

����

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�
�
�
	��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�
�
�
	��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
���

�
�
�
�

����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
	
�



�
�
�
�
��
�
�
	
�

��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�



　

町
の
経
済
、
社
会
・
文
化
な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ
て
町
政
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が　

月
３
日
、
町
民
総

１１

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
５
個
人
で
関
係
者
約　

名
が
見
守

１００

る
中
、
前
田
町
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
佐
々
木
繁

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
功
労
表
彰
】

◇
個　

人

（
年
齢
は　

月
３
日
現
在　

敬
称
略
）

１１

▼
佐
々
木　

繁（
字
原
口
・　

歳
）

７０

▼
工
藤　

末
蔵（
字
札
前
・　

歳
）

７８

▼
小
甲　

ト
シ（
字
博
多
・　

歳
）

７７

▼
今
本　

壽
雄（
字
弁
天
・　

歳
）

７７

▼
�
橋
キ
ヨ
コ（
字
茂
草
・　

歳
）

７７

謝辞を述べる佐々木繁さん
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��
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広報まつまえ　 平成１６年１２月号　　　　　　　３



　

こ
れ
ま
で
は
主
に
、
町
の
財
政
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
町
職
員
数
や
給
与
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
一
般
行
政
職
員
、
技
能
労

務
職
員
や
病
院
の
医
師
・
看
護
師
な
ど

　

人
の
職
員
が
お
り
、
給
与
を
支
給
し

２４０て
い
ま
す
。

　

職
員
数
や
支
給
状
況
は
、
下
記
の
と

お
り
と
な
っ
て
お
り
、
数
値
は
、
平
成

　

年
度
の
『
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調

１６査
』
及
び
『
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理

調
査
』
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
町
職
員
の
給
与
は
、
町
議
会

の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

������������	
��������������	
��

対前年
増減数

職　　員　　数

平成１６年平成１５年

３３議 会

一　　　　　　
般　　　　　　
行　　　　　　
政

△　１４８４９総務・企画

△　３１０１３税 務

△　６３６４２民生・衛生

△　１１６１７農林・水産

△　１７８商工・労働

　　１８７土 木

△１１１２８１３９小 計

△　２２９３１教 育特　
別　
行　
政

そ の 他

△　２２９３１小 計

　２６７６５病 院公　
営　
企　
業　
等

１８７水 道

８８そ の 他

　　３８３８０小 計

△１０２４０２５０合 計

※職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務
　員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、
　臨時または非常勤職員を除いています。

■部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （単位：人）  

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人　　件　　費
（Ｂ）

歳　出　総　額
（Ａ）

住民基本台帳人口
（Ｈ１６.３.３１現在）

２４.６％１５億７,２２７万４千円６３億９,１１０万４千円１０，９３９人

■人件費の状況　　　　　　　　　 （平成１５年度一般会計決算）  

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含んでいます。

平均給料月額平 均 年 齢区　　　　分

３４４,６００円４４歳８月一般行政職員

３６２,３００円５１歳１０月技能労務職員

■平均年齢、平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年４月１日現在）  

国松　前　町区　　　分

１７０,７００円１７０,７００円大　学　卒

１３８,８００円１３８,８００円高　校　卒

■一般行政職の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年４月１日現在）  

対前年比ラスパイレス指数年

　０.２９８.３１３

　０.３９８.６１４

　△１.１９７.５１５

■ラスパイレス指数

���������
　地方公共団体の一般行政職の給料
額と国の行政職俸給表（一）の適用
職員の俸給額とを、学歴別、経験年
数別に対比させて比較し算出したも
ので、国家公務員を１００とした場合の
地方公務員の給与水準を指数で示し
たものです。

広報まつまえ　 平成１６年１２月号 ４
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町
文
化
祭
が
『
潮
の
香
と
古
都

の
き
ら
め
き
文
化
祭
』
を
テ
ー
マ

に　

月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、

１１
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
、
手
芸
や
盆
栽
、

絵
画
、
書
道
、
写
真
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
自
慢
の
作
品
が
並
び
、
特

別
部
門
で
は
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、
歌
謡
や
舞
踊

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
大
勢

の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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当
日
は
、　

キ
ロ
の
マ
グ
ロ
解

４０

体
シ
ョ
ー
や
マ
グ
ロ
の
即
売
会
、

マ
グ
ロ
丼
の
早
食
い
大
会
、
マ
グ

ロ
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
訪
れ

た
約　

人
が
生
の
マ
グ
ロ
を
食
べ

８００

な
が
ら
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
松
前
藩
屋
敷
で

１０

２４

『
第
１
回
松
前
藩
屋
敷
秋
の
味

覚
と
マ
グ
ロ
ま
つ
り
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
沖
で
と
れ
た

本
マ
グ
ロ
を
多
く
の
方
々
に
食

べ
て
い
た
だ
こ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
茂
草
町
内
会
（
会

長
・
住
吉
武
史
）
が
建
設
を
進
め

て
い
た
茂
草
町
内
会
館
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
全
国
自
治
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
住
民

の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促

進
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ

助
成
）
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

旧
茂
草
町
内
会
館
は
、
２
階
建

で
し
た
が
、
今
回
は
、
平
屋
建
で

高
齢
者
等
に
配
慮
し
た
も
の
と
な

り
、
ま
た
、
広
い
多
目
的
ホ
ー
ル

も
完
備
さ
れ
、
茂
草
町
内
会
の
今

後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
行
わ
れ
た

１１

１３

茂
草
町
内
会
館
落
成
祝
賀
会
で
、

疋
田
清
美
さ
ん（
字
建
石
）の
作
詞

作
曲
に
よ
る
ご
当
地
ソ
ン
グ
『
茂

草
音
頭
』
が
披
露
さ
れ
、
完
成
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

江
良
松
葉
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し

て
納
税
成
績
の
向
上
、
納
税
思
想

の
啓
発
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
伊
川
タ
ミ
さ
ん

（
字
江
良
・　

歳
）
が
渡
島
支

７７

庁
長
表
彰
（
納
税
功
労
者
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り
、

催
に
よ
る
訓
練
は
初
め
て
の
開
催

に
な
り
ま
す
。

　

地
震
発
生
を
知
ら
せ
る
防
災
行

政
無
線
の
放
送
後
、
住
民
約　

名
１００

が
避
難
路
を
通
り
、
高
台
に
避
難

し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
備

え
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
大
沢
地
区
で
大

１０

２８

沢
町
内
会（
会
長
・
寺
澤
嘉
信
）

主
催
に
よ
る
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
震
が
発
生
し
、

北
海
道
日
本
海
沿
岸
南
部
に
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
想
定
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
町
内
会
主
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上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
、
各
種

募
金
活
動
の
ほ
か
社
会
福
祉
全
般

に
つ
い
て
、
実
践
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
清
水
弘
平
さ
ん

（
字
原
口
・　

歳
）
が
渡
島
支

７２

庁
長
表
彰
（
社
会
福
祉
関
係
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、　

年
以
上
の

１５

永
き
に
わ
た
り
、
民
生
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
向

　
　

月　

日
、
ふ
れ
あ
い
公
園
パ

１０

２４

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
「
第
８
回
松
前

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
松
前
町
教
育
委

員
会
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
、
一

般
男
女
、
小
・
中
学
生
の
部
に　
５４

名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

▼
一
般
男
子
の
部

　

第
１
位　

工
藤　

幸
夫

　

第
２
位　

吉
田　

直
樹

　

第
３
位　

福
原　

憲
一

▼
一
般
女
子
の
部

　

第
１
位　

福
原　

敬
子

　

第
２
位　

竹
田　

光
子

　

第
３
位　

舘
小
路
靖
子

▼
小
・
中
学
生
の
部

　

第
１
位　

増
川　

航
太

　

第
２
位　

村
岡　

春
奈

　

第
３
位　

増
川　

千
尋

す
。

　

独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方

々
は
、
女
性
団
員
に
よ
る
火
気
設

備
の
取
り
扱
い
説
明
や
緊
急
時
の

通
報
、
避
難
方
法
な
ど
に
つ
い
て

熱
心
な
指
導
を
受
け
、
防
火
に
対

す
る
意
識
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま

し
た
。

　
　

月　

日
、
松
前
消
防
団
女

１０

２１

性
消
防
団
員
に
よ
る
赤
神
か
ら

福
山
地
区
の
独
り
暮
ら
し
の
老

人
世
帯
を
対
象
と
し
た
防
火
訪

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
前
消
防
署
員
の
随
行
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
こ
の
防
火
訪
問

は
、
今
回
で
８
回
目
と
な
り
ま

ん
が
撮
影
し
た
野
鳥
の
写
真
を
展

示
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
鳥
を
テ
ー

マ
に
し
た
年
賀
は
が
き
や
切
手
な

ど
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
が

真
剣
に
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
松
前
郵
便
局
で

北
川
聖
治
さ
ん
（
字
豊
岡
・　
６９

歳
）
が「
鳥
と
松
前
神
楽
」と
題

し
た
写
真
展
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
来
年
、
と
り
年
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
北
川
さ
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こ
の
た
び
、
函
館
開
発
建
設
部

松
前
道
路
維
持
事
業
所
に
よ
り
、

同
交
差
点
の
改
良
（
一
部
拡
幅
）

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
場
所
は
、
江
差
方
面
か
ら

訪
れ
る
方
々
の
玄
関
口
と
な
る
こ

と
か
ら
、
更
に
周
辺
も
き
れ
い
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
同
事
業

所
に
よ
り
ツ
バ
キ
や
サ
ツ
キ
も
植

栽
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
元
気
に

越
冬
し
、
来
年
は
き
れ
い
な
花
が

咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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���

【移動図書館の時間】
原　口　１４：００　　 東朝日　１５：３０
江　良　１５：００　　 上　　川　１６：００
清　部　１６：００　　 大　　沢　１５：００
茂　草　１４：００　 　荒　　谷　１４：３０
静　浦　１４：３０　 　白　　神　１４：００
赤　神　１５：００　  　  　　　　　　　　　　　
札　前　１５：３０　　   　　　　　　　　　　　　
館　浜　１６：００　　   　　　　　　　　　　　　

【定期健康相談の場所と時間】
○健 ：健康センター　　　　　　　１０：００～１５：００　　　　大沢：大沢老人憩の家　　１３：００～１４：００
原口：原口老人憩の家　　　１３：００～１４：００　　　　荒谷：荒谷寿の家　　　　　　１３：００～１４：００

  　   いさりび：パートナーシップランド『いさりび』　１０：００～１１：３０　　 　　 白神：白神寿の家　　　　　　１０：００～１１：００
清部：清部生改センター　１２：３０～１４：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
茂草：茂草町内会館　　　　　１２：３０～１４：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
静浦：静浦老人憩の家　　　１０：００～１１：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
館浜：館浜生改センター　　９：３０～１１：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建石：建石コミュニティセンター　 　 ９：３０～１１：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

���

定期健康相談（清部・館浜・荒谷・白神）
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０　町立）
移動図書館
（白神小・白神・荒谷・大沢・東朝日・上川）スタンド営業：前側石油

������

リハビリ教室（１０：００～１５：００　○総 ）※ツベルクリン反応検査のみお休みします。（町立）

�

スタンド営業：川菱商会

������

移動図書館（白神・荒谷・大沢・東朝日・上川）スタンド営業：太平洋石油

������

スタンド営業：全店営業

／�／�／�
�����（１１：３０～　温泉旅館　矢野）
�����（９：３０～　旧松前郵便局前出発）

 
 スタンド営業：全店休業

����

����

江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し
童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０　○総 ）

小島地区高齢者教室
　　　　　　（１０：００～　○総 ）
定期健康相談
（原口・いさりび・建石・大沢）

定期健康相談（○健 ）
栄養相談（１０：００～１５：００　○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

３歳児健診（１２：４５～１３：１５　○総 ）
眼科診療（８：３０～１４：３０　町立）

������

江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し

松前地区高齢者教室
　　　　　　（１０：００～　○総 ）
移動図書館（松城小）
耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１４：３０　町立）

移動図書館
（小島小・茂草・静浦・赤神・札前・館浜）
定期健康相談（茂草・静浦・○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

乳児健診（１２：４５～１３：４５　○健 ）
移動図書館（大島小・原口・江良・清部）
眼科診療（８：３０～１４：３０　町立）
循環器内科診療（８：３０～１５：００　町立）

��������

江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し
童話の日
（クリスマス会・絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０　○総 ）

大島地区高齢者教室
　　　　　（１０：００～　いさりび）

定期健康相談（○健 ）
育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０　○健 ）
育児教室【にこにこ教室】（１３：３０～１５：００　○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

古文書講座（１９：００～２１：００　○総 ）
健康相談（１３：００～１４：００温泉休養センター）
眼科診療（８：３０～１４：３０　町立）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００　○社協 ）
※各種予防接種は、お休みします。（町立）

������天皇誕生日��

整形外科診療
（８：３０～１２：００　町立）
耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１２：００　町立）

大沢地区高齢者教室
　　　　　　（１０：００～　○総 ）
移動図書館
（茂草・静浦・赤神・
　札前・館浜）
耳鼻咽喉科診療
（１３：３０～１５：００　町立）

年金相談（９：００～１４：３０　役場）
運転免許更新時講習会（○総 ）
　　初回講習１０：００～・優良講習１３：００～
　　一般講習１３：４５～・違反講習１５：００～
眼科診療（８：３０～１４：３０　町立）
循環器内科診療（８：３０～１５：００　町立）
移動図書館（原口・江良・清部）

�／�元旦������

スタンド営業：
　　　　　　　　　　全店休業

������

定期健康相談（○健 ）

��������	
��
��

眼科診療（８：３０～１４：３０　町立）

【江良ささのこ文庫】

貸出時間　　　　
１３：００～１５：００　

江良○町体 　

／�／�／�

定期健康相談
（原口・いさりび・建石・大沢）
耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１４：３０　町立）

������

定期健康相談（○健 ）
栄養相談（１０：００～１５：００　○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

��������	
��
�����

眼科診療（８：３０～１４：３０　町立）
循環器内科診療（８：３０～１５：００　町立）
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　　　　　　　　　　　　　  ○総 ：町民総合センター　　　　　　　　　○健 ：健康センター　
町立：町立松前病院　　　　  いさりび：パートナーシップランド『いさりび』　　        ○福 ：月島福祉の家
江良：町立江良診療所　　　  ○集 ：小島地区基幹集落センター　　　　　○漁 ：漁民センター
小島：町立小島診療所　　  　○コミ ：建石コミュニティセンター　　　　　○球 ：町民野球場
クリニック：松前記念クリニック　○改 ：生活改善センター　○寿 ：寿の家　　　○ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
○町体 ：町民体育館　　　　　　  ○憩 ：老人憩の家　○会館 ：町内会館　　　　　○社協 ：社会福祉協議会

��������	
����
������	
��



　

平
成
９
年
度
か
ら
毎
年
１
〜
２

地
区
を
対
象
に
う
す
味
教
室
を
開

催
し
て
い
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　

平
成　

年
度
で
す
べ
て
の
地
区

１４

で
の
開
催
が
終
了
し
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
少
し
内
容
を

１５

変
え
、
繰
り
返
し
勉
強
し
て
い
く

こ
と
で
、
自
然
に
う
す
味
が
意
識

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
健
康
意
識

も
高
ま
る
よ
う
な
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

「
減
塩
で
お
い
し
く
食
べ
る
習

慣
を
」
を
合
言
葉
に
塩
分
の
取
り

す
ぎ
が
影
響
す
る
高
血
圧
・
脳
卒

中
の
予
防
を
目
的
と
し
た
教
室
で

す
。

　

私
た
ち
日
本
人
が
食
べ
て
い
る

和
食
は
、
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
で
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
や
す
い

う
え
に
低
カ
ロ
リ
ー
な
の
で
、
健

康
に
よ
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
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が
、
唯
一
の
泣
き
所
が
食
塩
を
多

く
と
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
点
で
す
。

し
ょ
う
ゆ
や
み
そ
、
漬
物
な
ど
は

日
本
人
に
欠
か
せ
な
い
食
材
で
す

が
、
食
塩
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い

る
の
も
事
実
で
す
。

　

最
近
は
健
康
意
識
も
高
ま
り
、

う
す
味
を
心
が
け
て
い
る
方
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
が
１
日
に
摂
取
し
て
い
る
塩
分

量
は
平
均　

〜　

ｇ
と
言
わ
れ
て

１２

１３

お
り
、
塩
分
を
と
り
す
ぎ
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
で
は
意
識

し
て
い
て
も
、
意
外
な
所
で
塩
分

を
取
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

う
す
味
に
つ
い
て
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
っ
た
り
、
運
動
や

ゲ
ー
ム
・
調
理
実
習
な
ど
の
体
験

を
通
し
て
う
す
味
に
つ
い
て
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
教
室
終
了

後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
御
協
力
い
た

だ
い
た
結
果
、
今
後
う
す
味
に
変

え
て
み
た
い
と
い
う
方
が
６
割
以

上
お
り
、
う
す
味
に
対
す
る
意
識

が
多
少
変
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。

　

ま
た
、
地
区
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
友
達
同
士
で
気
軽
に
参
加

し
て
い
る
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
結
果
で

し
た
。
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こ
の
教
室
で
は
、
う
す
味
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
知
識
を
学
習
し
、

家
庭
で
の
食
生
活
に
取
り
入
れ
な

が
ら
生
活
習
慣
改
善
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
な
る
よ
う
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
１
〜
２
地
区
を
対
象
に
開

催
し
て
お
り
、
健
康
づ
く
り
推
進

員
の
呼
び
か
け
と
チ
ラ
シ
に
よ
り

皆
さ
ん
に
周
知
し
て
い
ま
す
。
地

区
内
で
の
教
室
開
催
と
言
う
こ
と

で
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

教
室
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報まつまえ　 平成１６年１２月号 １０
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初
冬
期
は
、
遠
出
や
峠
越
え
を

す
る
と
き
に
、
急
な
寒
気
に
見
舞

わ
れ
雪
が
降
り
だ
し
た
り
、
日
中

は
濡
れ
て
い
た
路
面
が
気
温
が
下

が
る
夜
間
や
早
朝
に
凍
結
し
た
り

す
る
な
ど
場
所
や
時
間
の
違
い
に

よ
り
、
交
通
状
況
や
路
面
の
状
況

が
激
変
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
初
冬
期
は
、
冬
道

の
運
転
に
ま
だ
慣
れ
て
お
ら
ず
、

積
雪
・
凍
結
路
面
で
も
、
夏
場
の

運
転
感
覚
の
ま
ま
ハ
ン
ド
ル
や
ブ

レ
ー
キ
を
不
用
意
に
操
作
し
、
思

わ
ぬ
ス
リ
ッ
プ
を
招
き
が
ち
で
す
。

運
転
感
覚
を
早
め
に
冬
型
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
、
ま

ず
大
切
で
す
。
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広報まつまえ　 平成１６年１２月号１１
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○
交
差
点
や
そ
の
付
近
は
滑
り
や

　

す
く
な
っ
て
お
り
、
必
ず
減
速

　

し
て
接
近
し
、
自
分
の
目
で
安

　

全
を
確
認
す
る
。

○
日
照
や
道
路
形
状
等
を
よ
く
観

　

察
し
、
路
面
状
況
の
変
化
を
先

　

取
り
す
る
。

○
対
向
車
が
接
近
し
た
と
き
は
、

　

突
然
の
ス
リ
ッ
プ
に
備
え
、
ア

　

ク
セ
ル
を
緩
め
て
速
度
を
落
と

　

す
。

○
カ
ー
ブ
や
下
り
坂
の
手
前
で
は

　

必
ず
減
速
し
、
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン

　

す
る
。

○
カ
ー
ブ
の
方
向
を
自
覚
し
、
必

　

ず
対
向
車
と
の
危
険
を
想
定
し

　

て
走
る
。
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〜
平
成　

年　

月
１
日
施
行
〜

１６

１１
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こ
れ
か
ら
本
格
的
な
寒
さ
を
迎

え
ま
す
が
、
気
温
が
お
お
む
ね
マ

イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
り
ま
す
と
、

防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
、
凍

結
し
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

床
下
換
気
孔
を
閉
じ
た
り
、
寒
気

の
強
い
日
や
家
を
留
守
に
す
る
時

な
ど
は
、
必
ず
水
抜
き
を
し
ま
し

ょ
う
。

▼
水
抜
き
を
す
る
場
合

①
蛇
口
か
ら
水
を
出
し
な
が
ら
水

抜
栓
の
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
レ
バ
ー

を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
蛇
口
は
、
水
が
完
全
に
抜
け
て

か
ら
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
（
水
が

抜
け
な
い
う
ち
に
閉
め
る
と
凍
結

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
）

▼
水
を
出
す
場
合

　

水
抜
栓
の
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
レ

バ
ー
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ン

ド
ル
ま
た
は
レ
バ
ー
が
動
か
な
い

時
は
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
お
湯

を
か
け
て
か
ら
動
か
し
て
く
だ
さ

い
。（
無
理
に
動
か
す
と
中
の
パ
ッ

キ
ン
が
傷
み
ま
す
の
で
注
意
）

　

万
一
、
水
道
管
が
凍
結
、
破
裂

し
た
と
き
は
、
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
ま
た
は
建
設
水
道
課
水

道
係（
�
②
５
１
７
９
）に
凍
結
解

氷
ま
た
は
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

《町内の指定給水装置工事事業者》
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■
役
場
窓
口
業
務

　

休
み
期
間
中
の
、
出
生
、
死
亡
、

婚
姻
な
ど
の
届
出
は
、
役
場
の
日

直
警
備
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

■
年
末
年
始
の『
燃
や
せ
る
ご
み
』

の
収
集
日
程

●
年
末
の
最
終
収
集
日

　
　

月　

日
（
木
）
ま
で
収
集
し

１２

３０

　

ま
す
。

●
年
始
の
収
集
開
始
日

　

１
月
５
日
（
水
）
か
ら
収
集
し

　

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の

折
込
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
休
館
す
る
施
設

●
公
民
館
、
各
体
育
館
、
図
書
館

は　

月　

日
（
月
）
か
ら
１
月
５

１２

２７

日
（
水
）
ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

●
松
前
温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー
は
、

１
月
１
日
（
土
）
が
休
み
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、　

月　

日
（
金
）
は
午

１２

３１

前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
営
業

１０
し
ま
す
。

※
災
害
緊
急
時
の
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

� �

�②２２７５

広報まつまえ　 平成１６年１２月号 １２

時　　　間月　　　日場　　　所地　区

１０：００～１３：００１２月２８日�漁 民 セ ン タ ー
建　石
弁　天

１０：００～１４：００１２月２８日�館浜生活改善センター館　浜

１０：００～１３：００１２月２７日�札 前 児 童 館札　前

１０：００～１３：００１２月２４日�静浦老人憩の家静　浦

１０：００～１３：００１２月２４日�茂 草 町 内 会 館茂　草

１０：００～１３：００１２月２８日�清部生活改善センター清　部

１０：００～１５：００

１０：００～１３：００

    　 ２４日�
１２月　　　
    　 ２７日�

パートナーシップランド
『いさりび』江　良

１０：００～１３：００１２月２７日�原口老人憩の家原　口

��������	
��

�������������	
����

住
所

江
良

江
良

茂
草

建
石

松
城

福
山

豊
岡

事　
　

業　
　

者　
　

名

株

式

会

社

原

田

設

備

工

業

中

山

配

管

設

備

川

合

建

設

株

式

会

社

有

限

会

社

新

和

シ

ス

テ

ム

ク
ド
ウ
ホ
ー
ム
設
備
工
業
株
式
会
社

小

野

寺

設

備

工

業

サ

ト

ウ

設

備

工

業 

電　
　

話

⑤
３
７
３
４

⑤
２
１
５
４

④
２
０
３
９

②
４
４
１
１

②
５
０
８
８

②
３
１
１
９

②
５
１
７
３

������

��������	
�
��������	

　平成１４年７月に「使用済自動車の再資源化等に関する法
律」（自動車リサイクル法）が成立し、この法律に基づく
自動車リサイクル制度は、平成１７年１月１日からスタート
します。
��������	
�����

　原則としてすべての四輪自動車が対象です。トラック・
バスなどの大型車、商用車も含まれます。
リサイクル料金は、車種別にメーカーや輸入業者が設定し
ます。
��������	
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※上記のとおりお支払することになります。
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選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

　

年
１
月
１
日
現
在
で
次
の
条
件

１７を
満
た
す
方
の
申
請
書
に
基
づ
き

選
挙
人
名
簿
を
調
整
し
ま
す
。

●
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
条

件○
松
前
町
に
住
所
を
有
し
、
年
齢

が
満　

歳
以
上
の
方
（
年
齢
は
平

２０

成　

年
３
月　

日
現
在
）

１７

３１

○　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

３０
さ
れ
て
い
る
方
及
び
そ
の
方
の
同

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間

お
お
む
ね　

日
以
上
耕
作
に
従
事

６０

し
て
い
る
方

●
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の
提

出
　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
農

１６

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
直
接
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、
新
た
に

農
業
を
経
営
さ
れ
た
方
な
ど
で
条

件
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
�
②

２
２
７
５
内
線
２
６
６
）
ま
た
は

各
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
は
、
平
成　

年
１７

１
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
町
農
業

委
員
会
事
務
局
（
役
場
内
）
ま
た

は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

広報まつまえ　 平成１６年１２月号１３
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉

改
選
に
伴
い
次
の
方
々
が　

月
１

１２

日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
及
び
北

海
道
知
事
か
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
（
松

前
町
福
祉
委
員
を
兼
ね
ま
す
）

　

ご
家
庭
の
心
配
ご
と
な
ど
、
皆

さ
ん
の
相
談
役
と
し
て
こ
れ
か
ら

３
年
間
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
ま

し
た
長
谷
川
龍
蔵
さ
ん（
字
江
良
）、

小
野
寺
孝
一
さ
ん（
字
館
浜
）、小

甲
ト
シ
さ
ん（
字
博
多
）、岡
本
ト

メ
さ
ん（
字
福
山
）、土
門
ミ
ヤ
さ

ん（
字
朝
日
）、野
戸
圭
子
さ
ん（
字

大
沢
）、伊
藤
禅
龍
さ
ん（
字
白
神
）

平
田
純
子
さ
ん（
字
豊
岡
）、可
香

恵
美
子
さ
ん（
字
福
山
）長
い
間
の

ご
活
動
ご
苦
労
様
で
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

『
青
い
門
標
』が
目
印
で
す
。

担　当　区　域氏      名住所担　当　区　域氏      名住所

唐津地区　　　　　　鳴海　良治
（�②２１０３）

唐津
清水商店横通り江差側可香　末子

（�⑤３２６９）
原口

松城地区　　　　　　長瀬　弘雄
（�②２２４９）

松城
同上江良側、神山地区清水　弘平

（�⑤３１１１）
役場庁舎と水道庁舎を
結ぶ北側　　　　　　

吉田ゆみ子
（�②２１００）

福山

赤石 ､二越 ､白坂地区村本みはる
（�⑤２１７２）

江良

役場庁舎と水道庁舎を
結ぶ南側　　　　　　

伊藤　和子
（�②２２０１）

蛯子町地区　　　　　高橋　常雄
（�⑤２１５１）

町道神止山線・星条１
号線を結ぶ南側　　　

桂　　秀子
（�②４５３３）

豊岡

寺町 ､大澗 ､沢町地区高橋　　勇
（�⑤２１４５）

同上北側より町道上町
線　　　　　　　　　

大内　政江
（�②３０１９）

下町地区、上町１区　斉藤　紀子
（�⑤２６７２）

町道上町線より北側　
　　　　　　　　　

福原　玲子
（�②４５００）

上町、大津地区　　　高橋　勝義
（�⑤２５３９）

月島地区　　　　　　
　　　　　　　　　

中村　ヒデ
（�②３６２３）

月島
通学路より江良側　　新岡　良子

（�⑤２１４０）
清部

旧及部駅跡地より西側
　　　　　　　　　

小川　優子
（�②２０２４）

朝日

通学路より茂草側　　川原　花野
（�⑤２２４９）

旧及部駅跡地より東側
　　　　　　　　　

佐藤　伸子
（�②３４１１）

茂草地区　　　　　　堀　トキ子
（�④２１０９）

茂草

上川地区　　　　　　
　　　　　　　　　

千葉　友子
（�②３７８８）

上川
静浦地区　　　　　　石山裕紀子

（�④２０７１）
静浦

大沢地区　　　　　　
　　　　　　　　　

兼平江利子
（�②３４６９）

大沢
赤神地区　　　　　　五十嵐幸一

（�④２３５５）
赤神

荒谷地区　　　　　　
　　　　　　　　　

金谷　清夫
（�③２２４１）

荒谷
札前地区　　　　　　鈴川　春男

（�④２５３６）
札前

白神横澗地区　　　　
　　　　　　　　　

川村ツルヱ
（�③２５２１）

白神

館浜地区　　　　　　小野寺哲哉
（�②３０５８）

館浜

白神下町地区　　　　
　　　　　　　　　

小本裕美子
（�③２２５２）

建石地区　　　　　　小野寺夕起子
（�②３９１１）

建石

白神山の上地区　　　
　　　　　　　　　

鳴海ふみ子
（�③２０９０）

弁天地区　　　　　　工藤　清一
（�②２２８５）

弁天

全　　町　　　　

（主任児童委員）　　

工藤　里美
（�②２４１４）

大磯
大磯下町地区　　　　一ノ瀬喜久恵

（�②３３７７）
大磯

高橋　裕子
（�⑤３２５５）

江良
大磯上町地区　　　　古海フジノ

（�②２７０９）

博多地区　　　　　　木村満里子
（�②５１７６）

博多



①
壁
が
内
側
か
ら
燃
え
だ
し
た

　

コ
ン
ロ
の
火
を
使
っ
て
い
た
ら
、

壁
の
中
が
燃
え
だ
し
た
。
壁
と
コ

ン
ロ
の
間
は
数
�
程
度
な
の
で
ス

テ
ン
レ
ス
で
「
断
熱
」
し
て
い
る

の
に
…
…
。

　

壁
と
コ
ン
ロ
の
間
隔
は　

�
以

１５

上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
と

え
ス
テ
ン
レ
ス
等
の
熱
に
強
い
材

料
で
熱
を
遮
断
し
て
も
、
熱
は
壁

内
の
木
材
に
伝
わ
り
、
長
い
時
間

の
う
ち
に
木
材
が
「
炭
化
」
し
て

木
炭
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
発
火

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
突
然
ス
プ
レ
ー
缶
が
爆
発

　

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
点
火
し
て

か
ら
約　

分
後
、
温
風
吹
き
出
し

３０

口
前
に
あ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
が
爆

発
し
た
。
実
験
に
よ
る
と
エ
ア

ゾ
ー
ル
缶
は　

�
離
れ
た
位
置
で

２０

５
分
後
に　

度
に
上
昇
。

９５

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
噴
射
剤
に
は
可

燃
性
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
く
加
熱
す
る
と
爆
発
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

③
テ
レ
ビ
の
陰
か
ら
発
火

　

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
ま

ま
何
カ
月
、
何
年
も
、
そ
し
て
ピ

タ
ッ
と
密
着
さ
せ
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
プ
ラ
グ
の
差
し
込
み

箇
所
に
綿
ぼ
こ
り
が
溜
ま
り
電
極

間
に
電
気
が
通
じ
（
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
と
い
い
ま
す
）
や
が
て
発
火
に

至
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
な
ど
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
っ
ぱ
な
し
の
も
の
は

時
々
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

病
気
や
ケ
ガ
、
事
故
な
ど
は
時

間
や
場
所
を
選
ば
ず
、
あ
る
日
突

然
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
あ
な
た
の
子
供
だ
っ
た
り
、
親

だ
っ
た
り
、
職
場
の
同
僚
だ
っ
た

り
。
そ
ん
な
時
、
あ
な
た
は
ど
う

し
ま
す
か
。

　

不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め

に
、
正
し
い
応
急
手
当
を
身
に
つ

け
て
お
き
ま
せ
ん
か
？

　

松
前
消
防
署
で
は
、
骨
折
の
応

急
手
当
の
ほ
か
に
止
血
法
や
心
肺

蘇
生
法
な
ど
人
形
を
使
っ
た
講
習

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
同
僚
や
サ
ー
ク
ル
の
仲

間
と
一
緒
に
申
し
込
ん
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
一
人

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
松
前
消
防
署
救
急

係
（
�
②
２
１
１
９
）
ま
で　

広報まつまえ　 平成１６年１２月号 １４

　

全
国
で
毎
年
お
よ
そ
１
万
８
千

件
の
住
宅
火
災
が
発
生
し
、
約　
９００

人
か
ら
千
人
の
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
放
火
自
殺
を
除
く
）

　

住
宅
火
災
の
主
な
原
因
は
、
放

火
及
び
放
火
の
疑
い
、
コ
ン
ロ
の

火
の
消
し
忘
れ
、
寝
た
ば
こ
・
た

ば
こ
の
火
の
消
し
忘
れ
及
び
再
燃
、

火
の
つ
い
た
ま
ま
の
ス
ト
ー
ブ
へ

の
給
油
や
移
動
、
そ
し
て
子
供
の

火
遊
び
や
た
き
火
な
ど
放
火
以
外

は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
、
油
断
な
ど
か
ら
火
事
が
起
き
て
い
る
の
で
す
。

日
頃
か
ら
防
火
に
心
が
け
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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小
泉
首
相
が
誕
生
し
て
以
来
、

「
三
位
一
体
」
と
い
う
言
葉
を
テ

レ
ビ
、
新
聞
な
ど
を
通
し
て
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

度
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
「
今

冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
総
合
対
策

に
つ
い
て
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ

の
中
で
掲
げ
ら
れ
た
本
年
度
の
標

語
は
、
《
栄
養
、
睡
眠
、
予
防
接

種
で
三
位
一
体
》
。
予
防
接
種
は

法
律
改
正
も
あ
り
、　

歳
以
上
の

６５

方
、　

歳
以
上
で
特
定
の
疾
患
を

６０

罹
っ
て
い
る
方
に
強
く
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

人
々
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
感
染

さ
せ
な
い
よ
う
、
同
居
や
お
世
話

を
し
て
い
る
人
、
病
院
な
ど
の
医

療
施
設
や
高
齢
者
入
所
施
設
で
働

く
人
に
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
勧
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
必
要

十
分
な
ワ
ク
チ
ン
本
数
を
確
保
し

て
、
町
民
の
方
々
へ
の
接
種
は
も

と
よ
り
、
入
院
患
者
様
、
病
院
職

員
へ
の
接
種
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
だ
ワ
ク
チ
ン
接
種
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
、
中
旬
ま
で
に

終
え
ら
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
万
が
一
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹
っ
た
か
な
？
と
思
っ
た
ら

で
き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
を
受

診
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬

を
服
用
し
ま
し
ょ
う
。
現
在
日
本

で
使
用
さ
れ
て
い
る
治
療
薬
は
、

Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
効
果
の

認
め
ら
れ
た
錠
剤
（
ア
マ
ン
タ
ジ

ン
）
と
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
の
両
方
に

効
果
の
認
め
ら
れ
た
、
吸
っ
て
使

う
お
薬
（
吸
入
剤
ザ
ナ
ミ
ビ
ル
）

と
、
カ
プ
セ
ル
と
お
子
さ
ん
に
も

飲
み
や
す
い
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ

（
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
）
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
お
薬
も
症
状
が
出

て
か
ら　

時
間
以
内
に
飲
み
始
め

４８

る
こ
と
、
症
状
が
落
ち
着
い
て
も

最
後
ま
で
飲
み
切
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
《
栄
養
、
睡
眠
、
予
防
接

種
》
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
撃
退

し
ま
し
ょ
う
。
参
考
ま
で
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
般
的
予
防
方
法
、

流
行
状
況
な
ど
相
談
窓
口
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

松
前
町
立
松
前
病
院

　
　
　

薬
局
長　

黒
澤　

秀
成
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冬
期
間
、
道
外
で
の
出
稼
ぎ
を

希
望
す
る
方
の
た
め
に
、
東
京
・

神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
・
愛
知
・

大
阪
等
の
事
業
所
に
よ
る
集
団
現

地
選
考
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

◆
開
催
日
時　
　

月　

日
（
火
）

１２

１４

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

◆
開
催
場
所　

花
び
し
ホ
テ
ル

　

函
館
市
湯
川
町
１－

　

－

　
１６

１８

※
詳
し
く
は
、
函
館
公
共
職
業
安

定
所
（
�
０
１
３
８
�
０
７
３
５

内
線
４
３
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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◎開設期間　来年３月２５日まで（予定）
◎開　設　日　月～金（祝祭日除く）
◎開設時間　９：３０～１７：００
◎電　　話　０３－３２００－６７８４
◎Ｆ　Ａ　Ｘ　０３－３２００－５２０９
◎ｅ－ｍａｉｌ  inful@npo-bmsa.org
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今
年
度
も
雇
用
保
険
取
次
事
務

（
失
業
認
定
事
務
）
を
平
成　

年
１７

１
月　

日
〜
１
月　

日
ま
で
の
１

１１

２６

ヵ
月
間
だ
け
当
町
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
方
は
、
認
定
日
時

・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
、
函
館
公

共
職
業
安
定
所
の
窓
口
（
当
町
開

催
の
臨
時
巡
回
職
業
相
談
所
を
含

む
）
で
指
示
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
ま
ち
づ
く
り

観
光
課
商
工
観
光
係
（
�
②
２
２

７
５
内
線
２
１
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

��������	
�
　町では、国、道と協力して道路の除排雪をはじめ各種の雪害対策を
していますが、町民の皆さんも次のことに心がけ、除排雪作業へのご
協力をお願いいたします。
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※除排雪の際には、玄関先に雪を残すなど、ご不便をかけることがあ
りますが、ご理解をいただきたく、また、お年寄り家庭などは、地域
のご支援もよろしくお願いします。
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・国道については、函館開発建設部松前道路維持事業所（�②２１１６）
・道道については、函館土木現業所松前出張所（�②２２６１）
・町道については、役場建設水道課地域整備係（�②２２７５内線２６１）
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つ
ま
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１２
月
号
　
　
　
　
平
成
１６
年
１２
月
１
日
発
行
　

■
発
行
・
松
前
町
■
編
集
・
総
務
企
画
課
総
務
係
　
　

〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

�
０１３９４

－２
－２２７５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
  ０１３９４

－６
－２０４８

■
印
刷
・
㈱
第
一
印
刷
  

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.e-m
atsum

ae.com

人口のうごき
（１０月３１日現在）

 人　口　１０,８９２人（＋　１２人）
 　男　　　５,２８５人（＋　　２人）
 　女　　　５,６０７人（＋　１０人）
 世帯数   ４,７１２世帯（＋１２世帯）
（　）内は前月との比較増減

�����
�����������
����������
������������

『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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字江良　川村 飛  優  駕 （隆博）
ひ ゆう が

字建石　�橋　 優  斗 （孝寿）
まさ と

字建石　山本　 朔  也 （　敦　）
さく や

字豊岡　佐々木 康  太 （憲夫）
こう た

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◇
金
一
封

○
斉
藤　

葉
子　

様
（
字
原
口
）

○
山
本
キ
ヌ
ヨ　

様
（
字
大
津
）

○
地
域
を
考
え
る
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

会
員
一
同　

様

○
福
山
町
内
会
婦
人
部　

様

松
前
福
祉
会
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
松
前
南
殿
荘
）
へ

◇
金
一
封

○
小
野
寺
ミ
キ　

様
（
字
館
浜
）

○
林　
　

花
代　

様
（
字
赤
神
）

○
高
橋　

光
子　

様
（
字
博
多
）

○
有
働
佳
久
子　

様
（
字
唐
津
）

○
長
内　

玲
子　

様
（
字
福
山
）

○
中
村　

佳
光　

様
（
字
福
山
）

○
佐
藤
真
由
美　

様
（
字
豊
岡
）

○
筒
谷　

て
つ　

様
（
字
豊
岡
）

○
松
美
会
一
同　
　
　
　
　
　
　

　

代
表　

茅
森
美
代
子　

様

○
松
城
婦
人
部　

様

○
松
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

○
阿
部
弘
子　

様
（
神
奈
川
県
）

○
富
田
多
鶴
子　

様
（
千
葉
県
）

�
�
�
�
�
�
�
�

字原口　�藤　信平（８９）

字江良　加賀谷　匠（２５）

字江良　加藤　正一（６９）

字江良　木村　豊一（９１）

字江良　�橋　民雄（９０）

字大津　山本　忠夫（７８）

字建石　糸谷　辰雄（５７）

字建石　川村　健治（７２）

字博多　寺田惣三郎（８２）

字博多　藤井　正明（７９）

字唐津　新谷　一男（６９）

字月島　川村　春枝（７２）

字白神　久保田一之（８０）
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日　

時　

１
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１１

３０

場　

所　

温
泉
旅
館　

矢
野

会　

費　

２
千
円

※
申
し
込
み
は
、　

月　

日（
月
）

１２

２０

ま
で
に
会
費
を
添
え
て
役
場
総
務

企
画
課
総
務
係
（
�
②
２
２
７
５

内
線
２
１
２
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が　

月　

日
を
も
っ
て
閉
鎖
い

１１

２１

た
し
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
大
勢
の
皆
さ
ま

に
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
内

の
ト
イ
レ
も
来
年
４
月
の
オ
ー
プ

ン
ま
で
閉
鎖
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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�

　

函
館
公
共
職
業
安
定
所
へ
出
向

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
が

当
町
で
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、こ
の
日
に
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
を
決
定
さ
れ
た
方
は
、

失
業
認
定
を
当
町
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
日　

時　
　

月　

日
（
金
）

１２

１０

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

◆
場　

所　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階　

講
義
室

◆
業
務
内
容

　

求
職
申
込
受
付
、
就
職
相
談
、

　

職
業
相
談
全
般
、
雇
用
保
険
受

　

給
資
格
決
定（
離
職
票
・
写
真
・

　

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
ま
ち
づ
く
り

観
光
課
商
工
観
光
係
（
�
②
２
２

７
５
内
線
２
１
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

今
年
度
２
回
目
の
「
特
設
人
権

困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
相
談
所
」を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

秘
密
は
確
実
に
守
ら
れ
、
相
談

料
は
無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
開
設
日
時　
　

月
７
日
（
火
）

１２

　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
会
場　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
内
容

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借
地
借
家
、

不
動
産
、
登
記
等
身
近
な
法
律
問

題
や
人
権
問
題
な
ど

▽
担
当
者

○
函
館
地
方
法
務
局
職
員

○
人
権
擁
護
委
員

・
木
村
清
韶
さ
ん
（
字
松
城
）

　
　
　
　
　
　
　

�
②
２
２
０
９

・
高
山
幸
輝
さ
ん
（
字
館
浜
）

　
　
　
　
　
　
　

�
②
２
４
６
９

・
村
本
富
美
子
さ
ん
（
字
江
良
）

　
　
　
　
　
　
　

�
⑤
２
２
０
６

鹿


